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他科の先生に
知って欲しい 内科編⑩

骨髄異形成症候群
意外とcommonで厄介な疾患

 岡山赤十字病院　副院長（兼）第一血液内科部長　竹　内　　　誠

　高齢者人口の増加に伴い、骨髄異形成症候群の患者さんが増加しています。
聞きなれない病名かもしれませんが、血液内科医の視点でみますと、（軽症例
まで含めると）まるで高齢者のcommon diseaseかと思えるくらい多くの患者
さんがいらっしゃいますので、他科の先生方に置かれましても耳にされ、遭
遇されることがあるかと思いますので、概略をお話しさせて頂きます。
　診断の契機は、原因不明の貧血、汎血球減少や、末梢血中への幼弱顆粒球
の出現、あるいは合併症として感染症などを発症した際に診断される、等々

です。
　この疾患に関与する造血細胞の遺伝子異常が多数確認されており、加齢もその一因として、遺
伝子変異が蓄積されて発症に至るようです。
　患者さんに理解してもらえるように説明するのが難しい疾患ですが、私は骨髄の造血を血球の
製造工場に例えて、“造血の生産ラインの機械が障害をおこして、機械は働いて製品は作ってい
るが不良品が多く、血液中に十分量出荷できていない状態”、という話をしています。いわゆる「無
効造血」という病態です。赤血球系、白血球系、血小板系の３系統すべてが障害されることもあ
れば１－２系統が障害されることもあります。また無効造血にも程度があり、どの程度“出荷”
できるかで臨床上の重症度も変わってきます。
　さらに、この異常造血のなかから悪性細胞（白血病細胞）が発生しやすく、白血病への進展（２
次性白血病）も見られます。
　診断は末梢血検査、骨髄検査によって行います。貧血は正球性のことも大球性のこともありま
す。骨髄では、無効造血を反映して造血細胞は通常十分見られますが、血球形態の異型が見られ
ます。遺伝子の異常は実臨床では、主に染色体分析で検出します。しかしながら、これらの異常
が確認できない症例も少なくなく確定診断に苦慮することも時々あります。
　軽症の患者さんから重度の患者さんまで幅が広く、また進行の度合いも、非常にゆっくりした
経過の場合もあれば、進行の早い場合もあって一様ではありません。国際的な予後予測スコアが
あり予後予測の参考にはなります。
　治療は、軽症であれば当面経過観察のみとすることもしばしばあります。
　貧血などの血球減少が臨床的に問題になるものの、芽球の増加傾向はない場合（低リスク群）
には、エリスロポエチン製剤など造血刺激剤が主体となり、有効例では血球回復が得られますが、
治療抵抗性で輸血依存状態になる患者さんも少なくありません。
　一方、芽球が増加し白血病化への傾向がある場合（高リスク群）には、アザシチジンという
DNAメチル化阻害剤に分類される抗がん剤が第一選択になりますが、有効率は必ずしも高くはな
く、また有効例でも効果が維持できるのは、中央値で２年足らずというのが現状で、高リスク群
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会議 日医

【WEB会議】令和３年度
第３回女性医師支援センター事業運営委員会

　　　日　時：令和４年２月16日（水）　14：00 ～ 15：00
　　　場　所：日本医師会⇔岡山県医師会館502会議室
　　　委　員： 青柳明彦（福岡県）、井之川廣江（広島県）、大野京子（千葉県）、小野一広（兵庫県）、

神﨑寛子（岡山県）、髙田礼子（聖マリアンナ医科大学）、
　　　　　　　今村　聡（日本医師会副会長）、藤井美穂（日本医師会理事）、
　　　　　　　橋本　省（日本医師会常任理事）、神村裕子（日本医師会常任理事）の各委員

１　開　　会

２　委員長挨拶

３　議　　事
　⑴　報告事項
　　•令和３年度事業計画の進捗状況について
　　　① 女性医師バンクの状況について：新規求職本登録（令和４年１月現在）366名、求人施

設登録数（令和４年１月現在）　582施設
　　　② ブロック会議について：令和３年度はすべて終了。ドクターバンク、復職研修、キャリ

ア支援を統一テーマとして開催した。
　　　③ 講習会等開催状況について：「医学生・研修医等をサポートするための会」は医学会分

科会、都道府県医師会で49回の申請済み。「地域における女性医師支援懇談会」は18件
の申請済み。「託児費用補助利用」は２件の申請のみ。

　⑵　協議事項
　　•令和４年度事業計画について
　　　①事業計画（案）について：
　　　　１．女性医師バンク事業
　　　　２．再就業講演会事業
　　　　３．女性医師に限定しない医師全般に対する就業支援・キャリア支援の検討
　　　　　※ 女性医師支援担当者連絡会（全国会議）は男女共同参画フォーラムと内容が類似し

ていること、参加者の重複が多いことより開催見送り。
　　　② ブロック会議日程について：関東甲信越ブロックは５月７日（土）に開催予定。その他

のブロックは未定。
　　　③ 女性医師バンクの広報活動について：「医師の多様な働き方を支えるハンドブック（2021

年版）」の改定。５学会総会にブース出展予定。
　　　④ 講習会等について：「医学生・研修医等をサポートするための会」、「地域における女性

医師支援懇談会」、「医師会主催の研修会等への託児サービス併設費用補助事業」は継続。
　⑶　その他
　　•福岡県女性医師サポートブック（パザパ　第４版）について

４　閉　　会
 （神﨑寛子専務理事）
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郡市等医師会の事業報告

令和２年度美作市医師会事業報告
 美作市医師会理事　窪田　淳一

　美作市医師会は、昭和22年に社団法人として認可され、本年で75年目になります。
　平成17年３月に勝田町・大原町・東粟倉村・美作町・作東町・英田町が合併し、美作市が誕生
しました。

　岡山県北東部に位置する人口約27,000人の地区です。総人口に占める65歳以上の人口割合（高
齢化率）が４割を超える超高齢化社会の地域です。

　 会員は30名、令和２年６月に美作市立大原病院院長の塩路康信先生が会長に就任されておりま
す。令和３年度の役員です。

　　会　長　　塩路　康信
　　副会長　　菊池　了子
　　理　事　　亀山　弘道、福井　正尚、窪田　淳一
　　幹　事　　岡本　祐二
　　議　長　　大澤　　亙

　新型コロナワクチンにつきましては、一般接種に関しましては基本型接種施設として大原病院・
田尻病院がスタートし、連携型接種施設の診療所の先生の協力のもと１回目・２回目の接種を進
めました。基本型接種施設に原医院が追加加入され、美作市の協力のもと２病院１診療所により
市内の連携型接種施設の診療所へワクチンの配送を行っております。
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の予後は良くありません。
　根治療法は造血幹細胞移植しかありませんが、高齢者が多く適応にならない患者さんが多いの
が実態です。また、移植できたとしても治療成績は、日本造血幹細胞移植学会のデータによれば
40歳以上の患者さんですと５年生存率は40％程度ですので、必ずしも芳しくはありません。
　現在、分子標的薬など各種治験薬が開発中ですので、今後の治療の進展に期待したいところで
す。
　この疾患の有病率は増えてきていると思われ、他科診療中の患者さんの合併症などとしても遭
遇されることもあるかと思いますので、簡単ですが記載させていただきました。

御津医師会：山中慶人
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